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　ブロッコリーの育苗時セル苗への塩水灌水により収穫の斉一性が高まる。この苗を利用し、機械定植時に極少量
（20ｍＬ/株）の灌水を行うことで、強乾燥条件下での活着を向上させることができた。

育苗時に塩水を灌水したセル苗を、土壌水分1．2％の乾燥土壌に定植し、同時に20ｍLの少量灌水した場合、
2日間断水しても、その後灌水を再開すれば欠株とならず100％の苗が生存した（表１）。
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その後の生育は、定植時から充分に灌水したものと比べて、ほぼ同等であった（表２）。
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表１　強乾燥下での定植時灌水量と断水期間が塩水灌水苗の生存率に及ぼす影響
定植時の灌水量 多灌水 少灌水 無灌水
定植後灌水再開ま
での断水期間

2日後 3日後 4日後 2日後 3日後 4日後

育苗時塩水灌水 100% 100% 67% 17% 17% 25% 0%
通常育苗 100% 25% 0% 0% 0% 0% 0%
＊定植以降は一時断水し、上記日数経過後充分な灌水を行った。

表２　強乾燥下での定植時灌水量・断水期間と塩水灌水苗の定植40日後の最大葉長（ｃｍ）
定植時の灌水量 多灌水 少灌水
定植後灌水再開ま
での断水期間

2日後

育苗時塩水灌水 32.0 31.7
通常育苗 31.8 －


